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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークに使用するための、多数の加入者端末と通信する基地局において
、
　循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅｒ ｃｏｄｅ，ＯＣ
Ｃ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＣＳ
Ｉ）値を含み、アップリンクチャンネルからの伝送を許可するアップリンク承認のための
制御情報を送信するための回路を含む送信経路と、
　少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記ＯＣＣによって対応するアップリ
ンクチャンネルを介して受信するための回路を含む受信経路と、
を含み、
　前記ＣＳＩ値は、リソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前記ＯＣ
Ｃを指示し、前記リソースマッピングテーブルは前記循環シフト及び前記ＯＣＣを全ての
伝送ランクＲにマッピングすることを特徴とする基地局。
【請求項２】
　無線通信ネットワークに使用するための、少なくとも一つの基地局と通信する加入者端
末において、
　アップリンクチャンネルからの伝送を許可するアップリンク承認のための制御情報を受
信するための受信機と、
　前記制御情報から循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅ



(2) JP 5513629 B2 2014.6.4

10

20

30

40

50

ｒ ｃｏｄｅ，ＯＣＣ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ，ＣＳＩ）値を得て、少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記
ＯＣＣによって対応するアップリンクチャンネルを介して送信するための制御機と、を含
み、
　前記ＣＳＩ値は、リソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前記ＯＣ
Ｃを指示し、前記リソースマッピングテーブルは前記循環シフト及び前記ＯＣＣを全ての
伝送ランクＲにマッピングすることを特徴とする加入者端末。
【請求項３】
　無線通信ネットワークに使用するための、多数の加入者端末と通信する基地局の動作方
法において、
　循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅｒ ｃｏｄｅ，ＯＣ
Ｃ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＣＳ
Ｉ）値を含み、アップリンクチャンネルからの伝送を許可するアップリンク承認のための
制御情報を送信する過程と、
　少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記ＯＣＣによって対応するアップリ
ンクチャンネルを介して受信する過程と、を含み、
　前記ＣＳＩ値は、リソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前記ＯＣ
Ｃを指示し、前記リソースマッピングテーブルは前記循環シフト及び前記ＯＣＣを全ての
伝送ランクＲにマッピングすることを特徴とする方法。
【請求項４】
　無線通信ネットワークに使用するための、少なくとも一つの基地局と通信する加入者端
末の動作方法において、
　アップリンクチャンネルからの伝送を許可するアップリンク承認のための制御情報を受
信する過程と、
　前記制御情報から循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅ
ｒ ｃｏｄｅ，ＯＣＣ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ，ＣＳＩ）値を得る過程と、
少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記ＯＣＣによって対応するアップリン
クチャンネルを介して送信する過程と、を含み、
　前記ＣＳＩ値は、リソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前記ＯＣ
Ｃを指示し、前記リソースマッピングテーブルは前記循環シフト及び前記ＯＣＣを全ての
伝送ランクＲにマッピングすることを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第１サブセットに属する際、
　第１伝送階層のための前記ＯＣＣは第２伝送階層のためのＯＣＣと同じであり、
　前記各伝送階層は前記伝送ランクによって識別され、
　前記第１サブセットのサイズは０から７まで可変される、請求項１に記載の基地局。
【請求項６】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第１サブセットに属する際、
第１伝送階層のための前記ＯＣＣは第２伝送階層のためのＯＣＣと同じであり、第3及び 
第4伝送階層のためのＯＣＣと 異なる、請求項２に記載の加入者端末。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第１サブセットに属する際、
第１伝送階層のための前記ＯＣＣは第２伝送階層のためのＯＣＣと同じであり、第3及び 
第4伝送階層のためのＯＣＣと 異なる、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第１サブセットに属する際、
　第１伝送階層のための前記ＯＣＣは第２伝送階層のためのＯＣＣと同じであり、第3及
び 第4伝送階層のためのＯＣＣと 異なる、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
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　前記第１伝送階層と前記第２伝送階層の間が最大化されるよう、前記ＣＳＩ値の間隔は
伝送ランクＲ＝２内で６である、請求項５に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記第１伝送階層と前記第２伝送階層の間が最大化されるよう、前記ＣＳＩ値の間隔は
伝送ランクＲ＝２内で６である、請求項６に記載の加入者端末。
【請求項１１】
　前記第１伝送階層と前記第２伝送階層の間が最大化されるよう、前記ＣＳＩ値の間隔は
伝送ランクＲ＝２内で６である、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１伝送階層と前記第２伝送階層の間が最大化されるよう、前記ＣＳＩ値の間隔は
伝送ランクＲ＝２内で６である、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＣＳＩ値の間隔は伝送ランクＲ＝４で少なくとも３である、請求項５に記載の基地
局。
【請求項１４】
　前記ＣＳＩ値の間隔は伝送ランクＲ＝４で少なくとも３である、請求項６に記載の加入
者端末。
【請求項１５】
　前記ＣＳＩ値の間隔は伝送ランクＲ＝４で少なくとも３である、請求項７に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記ＣＳＩ値の間隔は伝送ランクＲ＝４で少なくとも３である、請求項８に記載の方法
。
【請求項１７】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第２サブセットに属する際、
　全ての伝送階層のための前記ＯＣＣは同じである、請求項１に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第２サブセットに属する際、
　全ての伝送階層のための前記ＯＣＣは同じである、請求項２に記載の加入者端末。
【請求項１９】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第２サブセットに属する際、
　全ての伝送階層のための前記ＯＣＣは同じである、請求項３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＣＳＩ値がＣＳＩ値の第２サブセットに属する際、
　全ての伝送階層のための前記ＯＣＣは同じである、請求項４に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＣＳＩ値は、多数のリソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前
記ＯＣＣを指示し、前記各リソースマッピングテーブルは個別的な伝送ランクＲにマッピ
ングする、請求項１に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記ＣＳＩ値は、多数のリソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前
記ＯＣＣを指示し、前記各リソースマッピングテーブルは個別的な伝送ランクＲにマッピ
ングする、請求項２に記載の加入者端末。
【請求項２３】
　前記ＣＳＩ値は、多数のリソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前
記ＯＣＣを指示し、前記各リソースマッピングテーブルは個別的な伝送ランクＲにマッピ
ングする、請求項３に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＣＳＩ値は、多数のリソースマッピングテーブルに基づいた前記循環シフト及び前
記ＯＣＣを指示し、前記各リソースマッピングテーブルは個別的な伝送ランクＲにマッピ
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ングする、請求項４に記載の方法。
【請求項２５】
　低い伝送ランクに対応する第１リソースマッピングテーブルは、高い伝送ランクに対応
する第２リソースマッピングテーブルのサブセットである、請求項２１に記載の基地局。
【請求項２６】
　低い伝送ランクに対応する第１リソースマッピングテーブルは、高い伝送ランクに対応
する第２リソースマッピングテーブルのサブセットである、請求項２２に記載の加入者端
末。
【請求項２７】
　低い伝送ランクに対応する第１リソースマッピングテーブルは、高い伝送ランクに対応
する第２リソースマッピングテーブルのサブセットである、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　低い伝送ランクに対応する第１リソースマッピングテーブルは、高い伝送ランクに対応
する第２リソースマッピングテーブルのサブセットである、請求項２４に記載の方法。
【請求項２９】
　前記アップリンクチャンネルにおいて、多重入出力（ＭＩＭＯ）伝送を許可するアップ
リンク承認のための前記制御情報である、請求項１に記載の基地局。
【請求項３０】
　前記アップリンクチャンネルにおいて、多重入出力（ＭＩＭＯ）伝送を許可するアップ
リンク承認のための前記制御情報である、請求項２に記載の加入者端末。
【請求項３１】
　前記アップリンクチャンネルにおいて、多重入出力（ＭＩＭＯ）伝送を許可するアップ
リンク承認のための前記制御情報である、請求項３に記載の方法。
【請求項３２】
　前記アップリンクチャンネルにおいて、多重入出力（ＭＩＭＯ）伝送を許可するアップ
リンク承認のための前記制御情報である、請求項４に記載の方法。
【請求項３３】
　無線ネットワークに使用するための、加入者端末と通信する基地局において、
　循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅｒ ｃｏｄｅ，ＯＣ
Ｃ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＣＳ
Ｉ）値を含み、少なくとも一つの加入者端末へのアップリンク承認のための、サブフレー
ムでの制御情報を送信するための回路を含む送信経路と、
　少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記ＯＣＣによって対応するアップリ
ンクチャンネルを介して受信するための回路を含む受信経路と、を含み、
　同じ伝達ブロックに対する前記アップリンク承認に関するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達
ブロックに対する初期ＰＵＳＣＨが半永続的にスケジューリングされた場合と、
　同じ伝達ブロックに対する前記アップリンク承認に関するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達
ブロックに対する初期ＰＵＳＣＨがランダムアクセス応答承認によってスケジューリング
された場合と、のうち一つの場合、
　ランク－１伝送の半永続的スケジューリング（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ ｓｃ
ｈｅｄｕｌｉｎｇ）又はＲＡＣＨ応答メッセージに対して、前記循環シフト値は０（ｚｅ
ｒｏ）に設定され、前記ＯＣＣはＷ０＝［１１］に設定される、基地局。
【請求項３４】
　無線通信ネットワークに使用するための、多数の加入者端末と通信する基地局の動作方
法において、
　循環シフト及び直交カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ ｃｏｖｅｒ ｃｏｄｅ，ＯＣ
Ｃ）を指示する循環シフト指示子（ｃｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＣＳ
Ｉ）値を含み、少なくとも一つの加入者端末へのアップリンク承認のための、サブフレー
ムでの制御情報を送信する過程と、
　少なくとも一つの参照信号を前記循環シフト及び前記ＯＣＣによって対応するアップリ
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ンクチャンネルを介して受信する過程と、を含み、
　同じ伝達ブロックに対する前記アップリンク承認に関するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達
ブロックに対する初期ＰＵＳＣＨが半永続的にスケジューリングされた場合と、
　同じ伝達ブロックに対する前記アップリンク承認に関するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達
ブロックに対する初期ＰＵＳＣＨがランダムアクセス応答承認によってスケジューリング
された場合と、のうち一つの場合、
　ランク－１伝送の半永続的スケジューリング又はＲＡＣＨ応答メッセージに対して、前
記循環シフト値は０に設定され、前記ＯＣＣはＷ０＝［１１］に設定される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本出願は一般的に無線通信に関するものであり、特に多重使用者多重入力多重出力シ
ステムにおけるダウンリンク参照信号を送信するシステム及びその方法に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　　最近の通信技術は、更に高いデータレートと性能を要求している。また、多重エレメ
ントアンテナ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｅｌｅｍｅｎｔ　ａｎｔｅｎｎａ，ＭＥＡ）システム
として知られている、多重入力多重出力（多重入出力）（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｉｎｐｕｔ
　ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ，ＭＩＭＯ）アンテナシステムは、送信機及び受信機
全てにおいて、又は他の場合、送受信機で空間又はアンテナダイバーシティを使用するこ
とで割り当てられた無線周波数（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ，ＲＦ）チャンネル帯
域幅に対して更に高いスペクトル効率を達成する。
【０００３】
　　ＭＩＭＯシステムにおいて、多数のデータストリームそれぞれはプリコード化される
前に個別的にマッピング及び変調され、互いに異なる物理的アンテナ又は実効（ｅｆｆｅ
ｃｔｉｖｅ）アンテナによって送信される。次に、前記結合されたデータストリームは、
受信機の多重アンテナで受信される。前記受信機において、各データストリームは前記結
合された信号から分離されて抽出される。このプロセスは、一般的に最小平均自乗誤差（
ｍｉｎｉｍｕｍ　ｍｅａｎ　ｓｑｕａｒｅｄ　ｅｒｒｏｒ，ＭＭＳＥ）又はＭＭＳＥ－順
次干渉除去（ｓｕｃｃｅｓｓｉｖｅ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃａｎｃｅｌｌａｔｉ
ｏｎ，ＳＩＣ）アルゴリズムを利用して行われる。
【０００４】
　　追加的に、ダウンリンク物理信号は、物理階層によって使用されたリソースエレメン
トのセットに対応するが、上位階層から発生した情報を伝達することはない。以下のダウ
ンリンク物理信号が定義される：同期信号及び参照信号。
【０００５】
　　参照信号は、スロットでうまく定義されたＯＦＤＭシンボル位置から送信された既知
のシンボルで構成される。これは、使用者端末の受信機が受信された信号でのチャンネル
歪曲を補償するためにチャンネルインパルス応答を推定することを助ける。
【０００６】
　　ダウンリンクアンテナポート毎に送信された一つの参照信号があり、独占的なシンボ
ル位置がアンテナポートに対して割り当てられる（一つのアンテナポートが参照信号を送
信し、他のポートは静止している際）。参照信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌｓ
，ＲＤ）は、根本的な（ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ）物理チャンネルのインパルス応答を決定
するように使用されてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９－０２７９４９３号明細書
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【特許文献２】国際公開第２００９－０５６４６４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　　従って、本発明の実施例は、ＭＵ　ＭＩＭＯのような無線通信システムにおけるダウ
ンリンク参照信号を送信するシステム及びその方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　　多数の加入者端末と通信し得る基地局が提供される。前記基地局は、送信経路を含む
。前記送信経路は、サブフレームから前記多数の加入者端末のうち少なくとも一つの端末
に制御情報及びデータを送信し、前記サブフレームから多数のリソースブロックを送信し
、アンテナポート番号のサブセットに対応するアンテナポートのサブセットを利用して前
記データを送信し、伝送ランクＲによって前記アンテナポートのサブセットに対応する参
照信号をマッピングし、そして、アップリンク承認における循環シフト指示子（ｃｙｃｌ
ｉｃ　ｓｈｉｆ　ｔｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＣＳＩ）フィールドを介して、前記マッピング
された参照信号に対応する割り当てられたリソースインデックスを指示する。前記ＣＳＩ
フィールドは、循環シフト及び直行カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｃｏｖｅｒ　
ｃｏｄｅ，ＯＣＣ）インデックスを含む。
【００１０】
　　少なくとも一つの基地局と通信し得る加入者端末が提供される。前記加入者端末は、
サブフレームで多数の基地局のうち少なくとも一つの基地局からの制御情報及びデータを
受信する受信機を含む。前記受信機は、前記サブフレームから多数のリソースブロックを
受信する。前記受信機はまた、アップリンク承認における循環シフト指示子において、伝
送ランクＲによってアンテナポートのサブセットに対応してマッピングされた参照信号に
対応する割り当てられたリソースインデックスを識別する制御機を含む。前記ＣＳＩフィ
ールドは、循環シフト及び直行カバーコードインデックスを含む。前記制御機はまた、前
記受信機が前記アンテナポート番号の前記サブセットに対応するアンテナポートのサブセ
ットを利用してデータを受信し、前記マッピングされた参照信号を識別し得るようにする
。
【００１１】
　　多数の加入者端末と通信し得る基地局の動作方法が提供される。前記方法は、サブフ
レームから前記多数の加入者端末のうち少なくとも一つの端末に制御情報及びデータを送
信する過程と、前記サブフレームから多数のリソースブロックを送信する過程と、アンテ
ナポート番号のサブセットに対応するアンテナポートのサブセットを利用して前記データ
を送信する過程と、を含む。前記方法はまた、伝送ランクＲによって前記アンテナポート
のサブセットに対応する参照信号をマッピングする過程と、アップリンク承認における循
環シフト指示子フィールドを介して、前記マッピングされた参照信号に対応する割り当て
られたリソースインデックスを指示する。前記ＣＳＩフィールドは、循環シフト及び直行
カバーコードインデックスを含む。
【発明の効果】
【００１２】
　　本発明の実施例によると、ＭＵ　ＭＩＭＯのような無線通信システムで要求されるダ
ウンリンク参照信号を送受信する基地局及び使用者端末と、それらによる信号送受信方法
の具現例を提供する。
【００１３】
　　下記で発明の具体的な説明を記載するのに当たり、この特許文書全般にかけて使用さ
れた単語（ｗｏｒｄｓ）及び句（ｐｈｒａｓｅｓ）について定義することが効果的である
。用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」及び「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」だけでなく、それ
らの派生語は制限なく含む（ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ　ｗｉｔｈｏｕｔ　ｌｉｍｉｔａｔｉｏ
ｎ）ことを意味する。用語「又（ｏｒ）」は含む（ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ）か意味する（ｍ
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ｅａｎｉｎｇ）、及び／又は、句「～に関する（ａｓｓｏｓｉｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ）」
及び「それと共に関する（ａｓｓｏｓｉｃａｔｅｄ　ｔｈｅｒｅｗｉｔｈ）」のみならず
それらの派生語は含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）か、いずれかの内部に含まれる（ｂｅ　ｉｎｃ
ｌｕｄｅｄ　ｗｉｔｈｉｎ）か、いずれかに相互接続される（ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ
　ｗｉｔｈ）か、含む（ｃｏｎｔａｉｎ）か、いずれかの内部に含まれる（ｂｅ　ｃｏｎ
ｔａｉｎｄ　ｗｉｔｈｉｎ）か、いずれかに又はいずれかと接続されている（ｃｏｎｎｅ
ｃｔ　ｔｏ　ｏｒ　ｗｉｔｈ）か、いずれかに又はいずれかと結合されている（ｃｏｕｐ
ｌｅ　ｔｏ　ｏｒ　ｗｉｔｈ）か、いずれかと通信可能である（ｂｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｂｌｅ　ｗｉｔｈ）か、いずれかと協力する（ｃｏｏｐｅｒａｔｅ　ｗｉｔｈ）か、挟
まれる（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ）か、～に共に配置される（ｊｕｘｔａｐｏｓｅ）か、い
ずれかに隣接する（ｂｅ　ｐｒｏｘｉｍａｔｅ　ｔｏ）か、いずれかの特性を有する（ｈ
ａｖｅ　ａ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ　ｏｆ）か、又はそれと類似したことを意味し得る。そし
て、用語「制御機（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）」は少なくとも一つの動作を制御するいずれ
かの装置（ｄｅｖｉｃｅ）、システム又はそのような部分（ｓｙｓｔｅｍ　ｏｒ　ｐａｒ
ｔ　ｔｈｅｒｅｏｆ）を意味し、そのような装置にはハードウェア、ファームウェア又は
ソフトウェア（ｈａｒｄｗａｒｅ，ｆｉｒｍｗａｒｅ　ｏｒ　ｓｏｆｔｗａｒｅ）がある
か、又はそれらのうち少なくとも２つの組み合わせで具現されてもよい。いずれかの特定
の制御機に関する機能は、地域的であるか又は遠隔であるか（ｌｏｃａｌｌｙ　ｏｒ　ｒ
ｅｍｏｔｅｌｙ）によって集中化されるか分散化され（ｂｅ　ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　
ｏｒ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）得る。いずれかの単語及び句に対する定義はこの特許文
書の全般にかけて提供され、該当分野の通常の知識を有する者は、そのような定義が大部
分ではないが多くの場合、そのように定義された単語及び句に対する従来の使用だけでな
く未来の使用にも適用されるということを理解するべきである。
【００１４】
　　本開示及びその効果に対するより完璧な理解を助けるために添付される図面を参照を
して下記説明が行われるが、ここで同じ参照符号は同じ部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の好ましい実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信する無線ネッ
トワークの好ましい例を示す図である。
【図２Ａ】本開示の好ましい実施例による直行周波数分割多重接続の送信経路のハイレベ
ルダイアグラムを示す図である。
【図２Ｂ】本開示の好ましい実施例による直行周波数分割多重接続の受信経路のハイレベ
ルダイアグラムを示す図である。
【図３】本開示の好ましい実施例による無線加入者端末の好ましい例を示す図である。
【図４】本開示の好ましい実施例による互いに異なる長さを有する分離されたダウンリン
ク参照変調信号（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｒｅｆｒｅｎｃｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｉｇ
ｎａｌ，ＤＭＲＳ）シーケンスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　　この特許文書において、本開示の原理を記述するために使用される下記で論議される
図１乃至図４と多様な実施例は単に実例を示すためのものであり、開示の範囲を制限する
ようないかなるものとしても解釈されてはならない。該当分野で熟練された者は、本開示
の原理が適切に配列された無線通信システムで具現され得るということを理解できるはず
である。
【００１７】
　　図１は無線ネットワーク１００の好ましい実施例を示しているが、前記ネットワーク
は本開示の好ましい実施例によるＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信する。示された実施
例において、無線ネットワーク１００は基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ，ＢＳ）１０
１、基地局（ＢＳ）１０２、基地局（ＢＳ）１０３、及び他の類似した基地局（図示せず
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）を含む。基地局１０１は、基地局１０２及び基地局１０３と通信中である。基地局１０
１はまた、インターネット（ｉｎｔｅｒｎｅｔ）１３０又は類似したＩＰ－基板のネット
ワーク（ＩＰ－ｂａｓｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（図示せず）と通信中である。
【００１８】
　　基地局１０２は、基地局１０２のカバレッジ領域１２０内にある多数の第１加入者端
末に（基地局１０１を介した）インターネット１３０への無線広帯域アクセスを提供する
。多数の第１加入者端末は、小規模企業（ｓｍａｌｌ　ｂｕｓｉｎｅｓｓ，ＳＢ）に位置
する加入者端末（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）１１１を含み、会社（ｅｎｔ
ｅｒｐｒｉｓｅ，Ｅ）に位置する加入者端末１１２を含み、ワイファイ（ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ｆｉｄｅｌｉｔｙ，ＷｉＦｉ）ホットスポット（ｈｏｔｓｐｏｔ，ＨＳ）に位置する
加入者端末１１３を含み、第１居住地（ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ，Ｒ）に位置する加入者端末
１１４を含み、第２居住地に位置する加入者端末１１５を含み、セルラーフォン（ｃｅｌ
ｌ　ｐｈｏｎｅ）、無線ラップトップ（ｌａｐｔｏｐ）、無線ＰＤＡ又はその他の類似し
たものを含む移動装置（Ｍｏｂｉｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ，Ｍ）であってもよい加入者端末１
１６を含む。
【００１９】
　　基地局１０３は、基地局１０３のカバレッジ領域１２５内にある多数の第２加入者端
末に（基地局１０１を介した）インターネット１３０への無線広帯域アクセスを提供する
。多数の第２加入者端末は、加入者端末１１５及び加入者端末１１６を含む。好ましい実
施例において、基地局１０１～１０３はＯＦＤＭ又はＯＦＤＭＡ技法を使用して互いに通
信することができ、加入者端末１１１～１１６と通信する。
【００２０】
　　基地局１０１は、更に多くの数の基地局と、又は更に少ない数の基地局と通信する。
更に、図１では単に６個の加入者端末が示されているが、無線ネットワーク１００は追加
的な加入者端末で無線広帯域アクセスを提供するということを理解するべきである。加入
者端末１１５及び加入者端末１１６は、カバレッジ領域１２０及びカバレッジ領域１２５
の境界部分に位置する。該当分野に熟練された者によく知られているように、加入者端末
１１５及び加入者端末１１６は互いに基地局１０２及び基地局１０３と通信し、ハンドオ
フモードで動作するものとして言及され得る。
【００２１】
　　加入者端末１１１～１１６は、インターネット１３０を介して音声、データ、ビデオ
会議、及び／又は他の広帯域サービスにアクセスする。好ましい実施例において、一つ又
はそれ以上の加入者端末１１１～１１６は、ＷｉＦｉ　ＷＬＡＮのアクセスポイント（ａ
ｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ，ＡＰ）と関連され得る。加入者端末１１６は、無線でイネーブ
ルされるラップトップコンピュータ、携帯用データ端末（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄａｔａ　
ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ノートパソコン、携帯装置（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｄｅｖｉｃｅ）
又は無線でイネーブルされる他の装置を含む多数の移動端末のうちいずれかであってもよ
い。例えば、加入者端末１１４及び１１５は、無線でイネーブルされる個人用コンピュー
タ（ＰＣ）、ラップトップコンピュータ、ゲートウェイ又は他の装置であってもよい。
【００２２】
　　図２Ａは、直行周波数分割多重接続（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ，ＯＦＤＭＡ）の送信経路のハイレ
ベルダイアグラムである。図２Ｂは、直行周波数分割多重接続の受信経路のハイレベルダ
イアグラムである。単に図示及び説明の便宜のため、図２Ａ及び図２ＢにおけるＯＦＤＭ
Ａの送信経路は基地局（ＢＳ）１０２で具現され、ＯＦＤＭＡの受信経路は加入者端末（
ＳＳ）１１６で具現される。しかし、ＯＦＤＭＡの受信経路がＢＳ１０２で具現されても
よく、ＯＦＤＭＡの送信経路がＳＳ１１６でも具現されてもよいということは、該当分野
に熟練された者には理解できるはずである。
【００２３】
　　ＢＳ１０２の送信経路は、チャンネル符号化及び変調ブロック２０５、直／並列（ｓ
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ｅｒｉａｌ－ｔｏ－ｐａｒａｌｌｅｌ，Ｓ－ｔｏ－Ｐ）ブロック２１０、サイズＮの逆高
速フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ，Ｉ
ＦＦＴ）ブロック２１５、並／直列（ｐａｒａｌｌｅｌ－ｔｏ－ｓｅｒｉａｌ，Ｐ－ｔｏ
－Ｓ）ブロック２２０、循環前置符号（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）追加ブロック２２
５、アップ変換機（ｕｐ－ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ，ＵＣ）２３０、参照信号多重化機（ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）２９０及び参照信号割当機（
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ａｌｌｏｃａｔｏｒ）２９５を含む。ＳＳ１１６の
受信経路は、ダウン変換機（ｄｏｗｎ－ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ，ＤＣ）２５５、循環前置符
号除去ブロック２６０、直／並列ブロック２６５、サイズＮの高速フーリエ変換（Ｆａｓ
ｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ，ＦＦＴ）ブロック２７０、並／直列ブロック
２７５、チャンネル復号化及び復調ブロック２８０を含む。
【００２４】
　　図２Ａ及び図２Ｂにおいて、構成要素の少なくともいくつかはソフトウェアとして具
現されてもよく、他の構成要素は構成可能なハードウェア（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ　
ｈａｒｄｗａｒｅ）又はソフトウェアと構成可能なハードウェアの混合によって具現され
てもよい。特に、この開示文書で記述されるＦＦＴブロック及びＩＦＦＴブロックは、具
現によって構成可能なソフトウェアアルゴリズムとして具現されてもよいが、ここでサイ
ズＮの値は具現によって変形され得る。
【００２５】
　　更に、本開示は高速フーリエ変換及び逆高速フーリエ変換を具現する実施例に関する
ものであるが、これは単に実例を示すためのものであり、本開示の範囲を制限するもとと
して解釈されてはならない。本開示の代替的な実施例において、高速フーリエ変換機能及
び逆高速フーリエ変換機能はそれぞれ離散フーリエ変換（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉ
ｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ，ＤＦＴ）機能及び逆離散フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄ
ｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ，ＩＤＦＴ）によって容易に代替
され得るということを認識できるはずである。ＤＦＴ及びＩＤＦＴ機能の場合、Ｎ個の変
数の値は任意の整数（即ち、１，２，３，４など）であってもよい一方、ＦＦＴ及びＩＦ
ＦＴ機能場合、Ｎ個の変数の値は２の自乗（ｐｏｗｅｒ　ｏｆ　ｔｗｏ）である任意の整
数（即ち、１，２，４，８，１６など）であってもよいということを認識できるはずであ
る。
【００２６】
　　基地局１０２において、チャンネル符号化及び変調ブロック２０５は情報ビットのセ
ットを受信し、符号化（例えば、ＬＤＰＣ符号化）を適用し、情報ビット（例えば、ＱＰ
ＳＫ，ＱＡＭ）を変調して周波数ドメイン変調シンボルのシーケンスを生成する。直／並
列ブロック２１０は、直接の変調されたシンボルを並列データに変換（即ち、逆多重化）
してＮ並列シンボルストリームを生成するが、ここでＮは、ＢＳ１０２及びＳＳ１１６で
使用されたＩＦＦＴ／ＦＦＴサイズである。すると、サイズＮのＩＦＦＴブロック２１５
は、Ｎ並列シンボルストリームに対してＩＦＦＴ動作を行い、時間ドメイン上の出力信号
を生成する。並／直列ブロック２２０は、サイズＮのＩＦＦＴブロック２１５からの時間
ドメイン上の並列出力シンボルを変換（即ち、多重化）し、直列時間ドメイン上の信号を
生成する。すると、循環前置符号追加ブロック２２５は、前記時間ドメイン上の信号に循
環的前置符号を挿入する。最後に、アップ変換機２３０は、循環前置符号追加ブロック２
２５の出力を無線チャンネルを介して伝送するためのＲＦ周波数に変調（即ち、アップ変
換）する。前記信号は、ＲＦ周波数に変換する以前に基底帯域でまたフィルターされても
よい。いくつかの実施例において、参照信号多重化機２９０は、符号分割多重化（ｃｏｄ
ｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ，ＣＤＭ）又は時間／周波数分割多重
化（ｔｉｍｅ／ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ，Ｔ
ＦＤＭ）を利用して前記参照信号を多重化するように動作されてもよい。参照信号割当機
２９５は、本開示で開示された方法及びシステムによってＯＦＤＭ信号から参照信号を動
的に割り当てるように動作されてもよい。
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【００２７】
　　前記基地局１０２は、そのアンテナポート又はアンテナポートのセット全てをイネー
ブル（例えば、活性化（ａｃｉｖａｔｅ））させてもよい。例えば、ＢＳ１０２が８個の
アンテナポートを含む際、ＢＳ１０２は加入者端末からの情報送信に使用するために４個
のアンテナポートをイネーブルしてもよい。４個のアンテナポートをイネーブルさせるＢ
Ｓ１０２の例は単に例を挙げるための目的であり、いかなる数のアンテナポートも活性化
され得るということを理解するべきである。
【００２８】
　　送信されたＲＦ信号は、無線チャンネルを通過した後ＳＳ１１６に到達し、ＢＳ１０
２における動作の逆動作が行われる。ダウン変換機２５５は受信された信号を基底帯域周
波数にダウン変換し、循環前置符号除去ブロック２６０は循環前置符号を除去して時間ド
メイン上の直列基底帯域信号を生成する。直／並列ブロック２６５は、前記時間ドメイン
上の基底帯域信号を時間ドメイン上の並列信号に変換する。すると、サイズＮのＦＦＴブ
ロック２７０は、ＦＦＴアルゴリズムを行って周波数ドメイン上のＮ並列信号を生成する
。直／並列ブロック２７５は、前記周波数ドメイン上の並列信号を変調されたデータシン
ボルのシーケンスに変換する。チャンネル復号化及び復調ブロック２８０は、前記変調さ
れたシンボルを復調してから復号化して最初の入力データストリームを復元する。
【００２９】
　　基地局１０１～１０３それぞれは、加入者端末１１１～１１６へのダウンリンクでの
送信と類似した送信経路を具現してもよく、加入者端末１１１～１１６からのアップリン
クでの受信と類似した受信経路を具現してもよい。同じように、加入者端末１１１～１１
６それぞれは、基地局１０１～１０３へのアップリンクでの送信のための構造に対応する
送信経路を具現してもよく、基地局１０１～１０３からのダウンリンクでの受信のための
構造に対応する受信経路を具現してもよい。
【００３０】
　　図３は、本開示の好ましい実施例による無線加入者端末の好ましい例を示す図である
。図３に示した無線加入者端末１１６の実施例は、単に実例を示すためのものである。無
線加入者端末１１６の他の実施例が本開示の範囲を逸脱せずに使用され得る。
【００３１】
　　無線加入者端末１１６は、アンテナ３０５、無線周波数（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ，ＲＦ）送受信機３１０、送信機（ＴＸ）処理回路３１５、マイクロフォン３２０
及び受信機（ＲＸ）処理回路３２５を含む。ＳＳ１１６はまた、スピーカ３３０、メイン
プロセッサ３４０、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース（ＩＦ）３４５、キーパッド
３５０、ディスプレイ３５５及びメモリー３６０を含む。メモリー３６０は、基礎オペレ
ーティングシステム（ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ，ＯＳ）プログラム３６１及び
多数のアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）３６２を更に含む。多数のアプリ
ケーションは一つ又はそれ以上のリソースマッピングテーブル（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａ
ｐｐｉｎｇ　ｔａｂｌｅ）（下記で更に詳細に記述される表１～１０）を含んでもよい。
【００３２】
　　無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０は、無線ネットワーク１００の基地局によって送
信された入力（ｉｎｃｏｍｉｎｇ）ＲＦ信号をアンテナ３０５から受信する。無線周波数
（ＲＦ）送受信機３１０は、前記入力ＲＦ信号をダウン変換して中間周波数（ＩＦ）又は
基底帯域信号を生成する。前記ＩＦ又は基底帯域信号は受信機（ＲＸ）処理回路３２５に
送信されるが、前記受信機処理回路３２５は、前記基底帯域又はＩＦ信号のフィルタリン
グ、復号化及び／又はデジタル化によって処理された基底帯域信号を生成する。受信機（
ＲＸ）処理回路３２５は、前記処理された基底帯域信号をスピーカ３３０（即ち、音声デ
ータ）として送信するか、又は更に他の処理（例えば、ウェブブラウジング）のためにメ
インプロセッサ３４０に送信する。
【００３３】
　　送信機（ＴＸ）処理回路３１５は、マイクロフォン３２０からアナログ又はデジタル
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音声データを受信するか、又はメインプロセッサ３４０から他の出力用（ｏｕｔｇｉｏｎ
ｇ）基底帯域データ（例えば、ウェブデータ、電子メール、両方向ビデオゲームデータ）
を受信する。送信機（ＴＸ）処理回路３１５は、前記出力用基底帯域データを符号化、多
重化及び／又はデジタル化して処理された基底帯域又はＩＦ信号を生成する。無線周波数
（ＲＦ）送受信機３１０は、送信機（ＴＸ）処理回路３１５から前記出力用に処理された
基底帯域又はＩＦ信号を受信する。無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０は、前記基底帯域
又はＩＦ信号を無線周波数（ＲＦ）信号にアップ変換するが、前記無線周波数（ＲＦ）信
号はアンテナ３０５を介して送信される。
【００３４】
　　本開示のいくつかの実施例において、メインプロセッサ３４０はマイクロプロセッサ
又はマイクロ制御機である。メモリー３６０はメインプロセッサ３４０に結合される。本
開示のいくつかの実施例によると、メモリー３６０の一部はランダムアクセスメモリー（
ＲＡＭ）を含み、メモリー３６０の他の一部はフラッシュメモリーを含むが、それはロム
（ＲＯＭ）として作動する。
【００３５】
　　メインプロセッサ３４０は、無線加入者端末１１６の全般的な動作を制御するため、
メモリー３６０に貯蔵された基礎オペレーティングシステム（ＯＳ）プログラム３６１を
実行する。一つのそのような動作において、メインプロセッサ３４０は順方向チャンネル
信号の受信と逆方向チャンネル信号の送信を無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０、受信機
（ＲＸ）処理回路３２５及び送信機（ＴＸ）処理回路３１５によってよく知られた原理に
従って制御する。
【００３６】
　　メインプロセッサ３４０は、ＣｏＭＰ通信技術又はＭＵ－ＭＩＭＯ通信技術の動作の
ような、メモリー３６０に常住する他のプロセス及び他のプログラムを実行する。メイン
プロセッサ３４０は、実行プロセスによって要求されるようにデータをメモリー３６０に
移動させるか、又はメモリー３６０からのデータを移動させる。いくつかの実施例におい
て、前記メインプロセッサ３４０は、ＣｏＭＰ通信技術及びＭＵ－ＭＩＭＰ通信技術に対
するアプリケーションのような多数のアプリケーション３６２を実行する。前記メインプ
ロセッサ３４０は、ＯＳプログラム３６１に基づいて又はＢＳ１０２から受信された信号
に応答し、多数のアプリケーション３６２を動作させる。メインプロセッサ３４０はまた
、Ｉ／Ｏインターフェース３４５に結合される。Ｉ／Ｏインターフェース３４５は、加入
者端末１１６にラップトップコンピュータ及び携帯用コンピュータのような他の装置を接
続する能力を提供する。Ｉ／Ｏインターフェース３４５は、このような付属装置とメイン
プロセッサ３４０の間の通信経路である。
【００３７】
　　メインプロセッサ３４０はまた、キーパッド３５０及びディスプレイ部３５５に結合
される。加入者端末１１６のオペレータは、キーパッド３５０を使用して加入者端末１１
６にデータを入力する。ディスプレイ３５５は、ウェブサイトからテキスト及び／又は少
なくとも制限されたグラフィックをレンダリングする液晶表示ディスプレイであってもよ
い。代替的な実施例は、他の類型のディスプレイを使用してもよい。
【００３８】
　　ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ－８システムに対する多重使用者（Ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）
ＭＩＭＯ（ＭＩ－ＭＩＭＯ）動作が明示されている。３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　ｖ
８．８．０，「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕ
ｌａｔｉｏｎ」、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１２　ｖ８．８．０，「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ」及び３ＧＰＰ　ＴＳ　
３６．２１３　ｖ８．８．０，「Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅｓ」それぞれの内容が参照として含まれる。例えば、物理的アップリンク共
有チャンネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ，ＰＵ
ＳＣＨ）に対する復調参照信号がＥ－ＵＴＲＡのセクション５．５．２．１の物理チャン
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ネル及び変調（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
に定義されている。追加的に、Ｅ－ＵＴＲＡのセクション５．３．３．１．１の多重化及
びチャンネル符号化（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎ
ｇ）、Ｅ－ＵＴＲＡのセクション５．１．１．１，７．２．１，７．３及び８の物理階層
手順（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ）に定義されたようなＤＣ
Ｉフォーマットを使用するアップリンク（Ｕｐｌｉｎｋ，ＵＬ）承認が行われる。
【００３９】
　　図４は、本開示の好ましい実施例による互いに異なる長さを有する分離されたダウン
リンク参照変調信号（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｒｅｆｒｅｎｃｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓ
ｉｇｎａｌ，ＤＭＲＳ）シーケンスを示す図である。図４に示されたＤＲＭＳの実施例は
、単に実例を示すためのものである。他の実施例が本開示の範囲を逸脱せずに使用され得
る。
【００４０】
　　いくつかの実施例において、基地局はアップリンクでＭＩＭＯ伝送を許可するＵＬ承
認のためのＤＣＩフォーマット０Ａを使用する。フォーマット０と対比される０Ａの差は
、以下を含んでもよい。第２コードワードの場合、追加的なＮＤＩビットフィールドが含
まれ、追加的なＭＣＳ及びリダンダンシーフィールドが含まれる。リソース割当ヘッダー
は、ｔｙｐｅ０／ｔｙｐｅ１割当を指示する。リソース割当フィールドは、ｔｙｐｅ０及
びｔｙｐｅ１割当全てを許容するように拡張される。プリコーディングマトリックスイン
デックス（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ，ＰＭＩ）／ランク指示子（
Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ，ＲＩ）フィールドは、伝送で使用されたランク及びコー
ドワードを指示する。ホッピングフィールド（ｈｏｐｐｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）は、最大ｐ
（ｐ＝１又は２）までの低いランクを有する伝送に単に有用である。ＢＳ１０２は上位階
層シグラリングによってＳＳ１１６にｐの値を構成する。例えば、ｐ＝１である場合ホッ
ピングフラグが活性化され、伝送のランクの「１」である場合、ＳＳ１１６は単にホッピ
ングを行うということを意味する。他のランクの場合、ホッピングフラグは伝送の他の状
態を指示するために留保され得る。３ビット循環シフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ，Ｃ
Ｓ）フィールドは、フォーマット０と同じく残る。
【００４１】
　　いくつかの実施例において、分離されて生成されたＤＭＲＳシーケンスはアップリン
クリソース割当で互いに異なるリソースセグメントのために使用される。各ＤＭＲＳシー
ケンス４０５，４１０は各割り当てられたセグメント４１５，４２０と同じ長さを含み、
このようなＤＭＲＳシーケンスは同じグループ値ｕ、シーケンス値ｖを有するＺＣシーケ
ンスである。ＺＣシーケンスはＬＴＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｅ－ＵＴＲＡ，Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎに定義されているＵ
Ｌ　ＲＳシーケンスである。ＳＳ１１６はまた、全てのセグメントのうちからアップリン
クＤＣＩフォーマット０又は０Ａの３ビットＣＳフィールドから得られる同じ循環シフト
値
【００４２】
【数１】

【００４３】
を適用する。即ち、全てのセグメントは同じ循環シフト値を共有する。図４は２つのセグ
メントリソース割当４００を示す。図４に示した例において、Ｌ１，Ｌ２は２つのセグメ
ント４０５，４１０の長さである。ＳＳ１１６は、そのＵＬ承認から循環シフトインデッ
クスＣＳ０を用意しておいて、セグメント４１５，４２０に全てＣＳ０に適用する。
【００４４】
　　いくつかの実施例において、ＳＳ１１６は伝送での全体的なピーク対平均電力比（ｐ
ｅａｋ－ｔｏ－ａｖｅｒａｇｅ　ｐｏｗｅｒ　ｒａｔｉｏ）を減らすため、リソースの第
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２セグメント４２０に位相シフトを自動的に適用する。
【００４５】
　　いくつかの実施例において、分離されて生成されたＤＲＭＳシーケンスはアップリン
クリソース割当で互いに異なるリソースセグメントのために使用される。各ＤＭＲＳシー
ケンスは割り当てられたセグメントと同じ長さを含み、このようなＤＭＲＳシーケンスは
同じグループ値ｕ、シーケンス値ｖを有するＺＣシーケンスである。追加的に、セグメン
トは互いに異なる循環シフトを使用し、循環シフトの値は以下のような規則（ＣＳ０はＤ
ＣＩフォーマットのＣＳフィールドでシグナリングされると仮定する）によってＵＬ承認
０又は０Ａでの単一の３ビットＣＳフィールドから導出される。第１セグメント４１５は
、最も低い物理的リソースブロック（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ
，ＰＲＢ）インデックスを有するセグメントと共に第１セグメント４１５が定義されると
ころでＣＳ０を使用する。２番目に低いＰＲＢインデックスを有する第２セグメント４２
０はＣＳ０＋ａを使用する。第３セグメントＣＳ０＋２ａを使用する。等など。
【００４６】
　　値は固定されてもよく、ＢＳ１０３は値をＵＥに具体的な（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
）又はセルに具体的な（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）方式で上位階層シグナリングを介
してＳＳ１１６に伝送する。値「ａ」は互いに異なるセグメントから循環シフトの分離を
最大化するように選択され得る。例えば、２つのセグメント割当とＣＳ０＝０及びａ＝６
を仮定すると、その際第１セグメント４１５は循環シフト値０を使用し、第２セグメント
４２０は循環シフト値ＣＳ＋ａ＝６を使用する。
【００４７】
　　いくつかの実施例において、３ビットＣＳフィールドは循環シフト値（ｃｙｃｌｉｃ
　ｓｈｉｆｔ　ｖａｌｕｅ）及び直行カバーコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｃｏｖｅｒ
　ｃｏｄｅ）インデックスを共同に指示するように使用される。具体的な設計が互いに異
なる伝送ランクに対する表１乃至表４に示されており、前記設計はＣＳ値及びＯＣＣ値で
の、単一使用者（ＳＵ）ＭＩＭＯ及び多重使用者（ＭＵ）ＭＩＭＯ伝送における最大分離
を目標とする。
【００４８】
　　伝送ランクがＲである際（又はＲ階層がＳＳ１１６から伝送されるようにスケジュー
リングされるか、又はＵＬ承認ＤＣＩでＳＳ１１６に伝送されるプリコーディングマトリ
ックスがＲカラム（ここで、Ｒは整数）を有する際）、サブフレームの２つのスロットか
ら２つのＳＣ－ＦＤＭシンボルのＵＬ　ＲＳシーケンスのＲ対はＣＳ値及びＯＣＣ値のＲ
対によって生成される。このようなＣＳ値及びＯＣＣ値のＲ対はＵＬ承認ＤＣＩから伝送
された３ビットフィールド値によって決定される。Ｒ＝１，２，３，４である際、３ビッ
トフィールド値は表１、表２、表３及び表４それぞれの２番目及び３番目の行に示された
ように、第１階層に対してＣＳ値及びＯＣＣ値の第１対を提供する。Ｒ＝２，３，４であ
る際、前記３ビットフィールド値に対応する第２及び以降の階層に対する第２及び以降の
対が表２、表３及び表４の４番目の行に示されている。
【００４９】
　　Ｒ＝２，３，４の場合、表２、表３及び表４は表１の最後の行に追加的な行を付け加
えることで構成される。Ｒ＝２，３，４である場合、ＣＳ値及びＯＣＣ値の２番目、３番
目及び４番目の対はそのように選択される。
【００５０】
　１）伝送ランクがＲである際、ＣＳ値は０．１，…，ＣＳｍａｘ（３ＧＰＰ　ＬＴＥで
ＣＳｍａｘ＝１２）内で最大の分離を有するように選択される。即ち、伝送ランクがＲで
３ビットフィールドが第１
【００５１】
【数２】
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【００５２】
を指示する際、他のＣＳが数式１に示されている。
【００５３】
【数３】

【００５４】
　　　　更に、
【００５５】
【数４】

【００５６】
が表１にリストされるカラムと同じカラムから
【００５７】

【数５】

【００５８】
と対を成すＯＣＣが見つかる。
【００５９】
　　ＭＵ－ＭＩＭＯの例の場合、ＢＳ１０３がそれぞれランク－１の伝送を有するＳＳ１
１５及びＳＳ１１６のような２つのＵＥをスケジューリングし、ＳＳ１１５とＳＳ１１６
はそれぞれ「０」、「１」であれば、ＯＣＣはＷ０からＷ１に転換されるため、そうなる
とＳＳ１１５は（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（０，Ｗ０）の対を使用し、ＳＳ１１６は（６、Ｗ１
）の対を使用し、６の最大分離がＣＳディメンションで達成され、最大分離はまたＯＣＣ
ドメインで達成される。
【００６０】
　　他のＳＵ－ＭＩＭＯの例の場合、ＢＳ１０３がランク－２伝送を有するＳＳ１１６を
スケジューリングし、ＢＳ１０３はＣＳフィールドを「０」に設定してもよく、そうする
とＳＳ１１６は対（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（０、Ｗ０）としての第１階層ＤＭＲＳをリード（
ｒｅａｄ）し、第２階層はＣＳフィールド「１」に関するリソースと、そしてそこから対
（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（６，Ｗ１）を（黙示的に）使用する。再び、最大分離がこのような
ＳＵ－ＭＩＭＯケースでも達成される。
【００６１】
　　表１は、３ビットＣＳフィールドからＣＳ及びＯＣＣへのマッピング：ランク－１を
示す。
【００６２】

【表１】

【００６３】
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　　表２は、３ビットＣＳフィールドからＣＳ及びＯＣＣへのマッピング：ランク－２を
示す。ここで、２番目のリソースインデックスは、第２階層によって使用されたリソース
対を示す。２番目のリソースにおける「１」の値は、（ＣＳ，ＯＣＣ）値が３ビットイン
デックスが１、即ち、（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（６，Ｗ１）である場合と同じであることを意
味する。
【００６４】
【表２】

【００６５】
　　表３は、３ビットＣＳフィールドからＣＳ及びＯＣＣへのマッピング：ランク－３を
示す。ここで、２番目のリソースインデックスは、第２階層によって使用されたリソース
対を示す。２番目のリソースにおける「３」の値は、（ＣＳ，ＯＣＣ）値が３ビットイン
デックスが３、即ち（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（４，Ｗ１）である場合と同じであることを意味
する。
【００６６】
【表３】
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【００６７】
　　表４は、３ビットＣＳフィールドからＣＳ及びＯＣＣへのマッピング：ランク－４を
示す。ここで、２番目のリソースインデックスは、第２階層によって使用されたリソース
対を示す。２番目のリソースにおける「１」の値は、（ＣＳ，ＯＣＣ）値が３ビットイン
デックスが１、即ち（ＣＳ，ＯＣＣ）＝（６，Ｗ１）である場合と同じであることを意味
する。
【００６８】
【表４】

【００６９】
　　即ち、下位伝送ランクに対応する第１リソースマッピングテーブルは、上位伝送ラン
クに対応する第２リソースマッピングテーブルのサブセットである。例えば、ランク１に
対するリソースマッピングテーブル（表１）は、ランク２に対するリソースマッピングテ
ーブル２のサブセット（例えば、その中に含まれる（ｎｅｓｔｅｄ　ｗｉｔｈｉｎ））で
ある。また、ランク２に対するリソースマッピングテーブル（表２）は、ランク３に対す
るリソースマッピングテーブル３のサブセット（例えば、その中に含まれる）である。そ
して、ランク３に対するリソースマッピングテーブル（表３）は、ランク４に対するリソ
ースマッピングテーブル４のサブセット（例えば、その中に含まれる）である。
【００７０】
　　いくつかの実施例において、一つのリソースマッピングテーブルはアップリンク伝送
の全てのランクのために使用される。これは、ＢＳ１０２及びＳＳ１１６がアップリンク
伝送の全てのランクに対して単に一つのテーブルを具現するように許可する。表５～１０
のような単一のリソースマッピングテーブルは、下位順序の個別的なランクテーブル（ｌ
ｏｗｅｒ　ｏｒｄｅｒ　ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ　ｒａｎｋ　ｔａｂｌｅｓ）が単一のリソ
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【００７１】
　　このような接近法と以前の接近法の間の差は、ランク－３のケースで発生する。ラン
ク－３のケースにおいて、全ての３つの階層の間における最大分離はそれ以上維持されな
い。伝送ランクが３である場合、与えられた３ビットフィールド値に対して階層３に対応
する第３ＣＳ値は、４階層のケースにおけるＣＳの最大分離を提供するＣＳ値からのＣＳ
値であり、階層１及び２に対応する第１及び第２ＣＳ値とは相異なる。表４は説明の便宜
のために表５として書き直された。また、階層２，３，４に対して使用されたＤＭＲＳリ
ソースの順番は、以前の表とは少し異なる。表６は表５とは少し相異なる他の例を示して
いるが、ここでは３ビットフィールドが単にＣＳ値を示しているが、これは２つのスロッ
トにＯＣＣを適用せずＵＥがＤＭＲＳシーケンスを生成することを意味する。
【００７２】
　　表５は、３ビットＣＳフィールドからＣＳ及びＯＣＣへのマッピング：ランク１～４
を示す。
【００７３】
【表５】

【００７４】
　　表６は、３ビットＣＳフィールドからＣＳへのマッピング：ランク１～４を示す。
【００７５】
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【００７６】
　　いくつかの実施例は、以下のようにランクに従属的な特性を有する設計を含む：
　　ａ）ＯＣＣコード：与えられた３ビットフィールド値の場合、ＯＣＣコードは階層１
から階層２に変更されず、階層３及び階層４のために使用されたＯＣＣコードは階層１＆
２のために使用されたＯＣＣコードと異なる。このように設計する理由は、柔軟なランク
１及び２ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリングを可能にするためのものであるが、ここで各Ｕ
Ｅ（ＳＳ１１１～ＳＳ１１６）はランク２まで有するようにスケジューリングされてもよ
く、２つのＵＥ（ＳＳ１１５及びＳＳ１１６）は同じではないがＰＵＳＣＨリソースを重
畳するように割り当てる際、ＤＭＲＳ直行性が維持される。例えば、ＳＳ１１５に「１」
の３ビットフィールドが割り当てられてＳＳ１１６に「７」の３ビットフィールドが割り
当てられる際、ＳＳ１１５及びＳＳ１１６にはランク－２伝送が割り当てられる。従って
：
　　ＵＥ１：階層１：（０，Ｗ０）、階層２：（６，Ｗ０）
　　ＵＥ２：階層１：（９，Ｗ１）、階層２：（３，Ｗ１）
【００７７】
　　追加的に、ＯＣＣコード分離は、ＳＳ１１５及びＳ１１６共に良好なチャンネル推定
性能を保証する。
【００７８】
　　ｂ）ＣＳコードに対する２つの代案
　　Ａｌｔ　１：互いに異なるＣＳコードのセットが階層１＆２に対比的に階層３＆４の
ために使用される。従って、全体の４ＣＳが４階層で使用される。
　　Ａｌｔ　２：同じＣＳコードのセットが階層１＆２に対比的に階層３＆４のために使
用され、従って、全体の２ＣＳが４階層で使用される。
【００７９】
　　ＣＳコードのためのＡｌｔ　１を仮定する際、このような実施例の設計例が表７に示
されている。Ａｌｔ　２に対する例は、表８に示されたように階層３＆４でのＣＳ値を階
層１＆２におけるＣＳ値に代替することで容易に得ることができる。表７は、３ビットＣ
ＳのＣＳ及びＯＣＣリソースへのマッピング：ランク１～４を示す。ＯＣＣは階層１＆２
では同じく維持されるが、階層３＆４に対しては転換される。ここで、階層３＆４でのＣ
Ｓが階層１＆２と異なる際、ＣＳコードのＡｌｔ　１規則が仮定される。
【００８０】



(19) JP 5513629 B2 2014.6.4

10

20

30

【表７】

【００８１】
　　表８は、３ビットのＣＳ及びＯＣＣリソースへのマッピング：ランク１～４を示す。
表８において、ＯＣＣは階層１＆２では同じく維持されるが、階層３＆４に対しては転換
される。ここで、階層３＆４でのＣＳが階層１＆２と同じである際、ＣＳコードのＡｌｔ
　２規則が仮定される。
【００８２】
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【表８】

【００８３】
　　いくつかの実施例において、ＳＰＳスケジューリングされたランク－１伝送又はＲＡ
ＣＨ応答メッセージの場合、ＳＳ１１６がＲｅｌ－１０伝送でスケジューリングされると
、
【００８４】

【数６】

【００８５】
（ここで論議されるＵＬ承認からのＣＳ値）は０（ｚｅｒｏ）として設定され、同じ伝達
ブロックに対するアップリンク承認に関するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達ブロックに対す
る初期のＰＵＳＣＨが半永続的に（ｓｅｍｉ－ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔｌｙ）スケジューリ
ングされると、ＯＣＣはＷ０＝［１１］として設定される。代案的に、ＳＳ１１６がＲｅ
ｌ－１０伝送でスケジューリングされると、
【００８６】
【数７】

【００８７】
は０として設定され、同じ伝達ブロックに対するアップリンク承認に関するＰＤＣＣＨが
なく、同じ伝達ブロックに対する初期のＰＵＳＣＨがランダムアクセス応答承認によって
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スケジューリングされると、ＯＣＣはＷ０＝［１１］として設定される。
【００８８】
　　追加的に、ランク＞１が半永続的にスケジューリングされた伝送のためのＬＴＥ－Ａ
で支持されると、その際各階層のための、（ＣＳ，ＯＣＣ）はテーブル５，６又は７によ
って３ビットフィールド「０」に従って設定される。例えば、テーブル６が使用されると
、この際第１階層は（０，Ｗ０）に固定され、第２階層（６，Ｗ０）に固定される。等な
ど。
【００８９】
　　いくつかの実施例において、ＳＰＳスケジューリングされたランク－１伝送又はＲＡ
ＣＨ応答メッセージの場合：ＳＳ１１６がＲｅｌ－１０伝送でスケジューリングされると
、
【００９０】
【数８】

【００９１】
（この明細書で論議されるＵＬ承認からＣＳの値）は０として設定され、同じ伝達ブロッ
クに対してＤＣＩフォーマット０又は０Ａを有するＰＤＣＣＨがなく、同じ伝達ブロック
に対する初期のＰＵＳＣＨが半永続的にスケジューリングされるか又は同じ伝達ブロック
に対する初期のＰＵＳＣＨがランダムアクセス応答承認によってスケジューリングされる
と、ＯＣＣはＷとして設定され、ここでＷは{Ｗ０，Ｗ１}のセットに属し、上位階層ＲＲ
Ｃシグナリングによって伝達される。
【００９２】
　　いくつかの実施例は、以下のようにランクに従属的な特性を有する設計を含む：
　　Ａ）上述した一つのリソースマッピングテーブルは、アップリンク伝送の全てのラン
クのために使用される。これは、ＢＳ１０３及びＳＳ１１６がアップリンク伝送の全ての
ランクのための単に一つのテーブルを具現することを可能にする。
　　Ｂ）ＯＣＣコードの場合：８値は２サブセットに分割される：
　　第１サブセット（例えば、{０，１，２，３}におけるＣＳＩ値）で与えられた３ビッ
トフィールド値の場合、ＯＣＣコードは階層１から階層２に変更されず、階層３及び階層
４のために使用されたＯＣＣコードは階層１＆２のために使用されたＯＣＣコードと異な
る。
【００９３】
　　第２サブセット（例えば、{４，５，６，７}におけるＣＳＩ値）で与えられた３ビッ
トフィールド値の場合、ＯＣＣコードは階層１から階層３に変更されず、階層４のために
使用されたＯＣＣコードは階層１から３に使用されたＯＣＣコードと異なる。
【００９４】
　　このように設計する理由は、ＵＥの対が、例えば、ランク－１を有するＳＳ１１５及
びランク－３を有するＳＳ１１６の対のように、柔軟にランク３までの互いに異なるラン
クを有するようにするためである。例えば：
　　ＳＳ１１５：階層１：（０，Ｗ０）、階層２：（６，Ｗ０）、階層３：（９，Ｗ０）
　　ＳＳ１１６：階層１：（３，Ｗ１）
【００９５】
　　追加的に、ＯＣＣコード分離は、ＳＳ１１５及びＳ１１６共に良好なチャンネル推定
性能を保証する。
【００９６】
　　Ｃ）ＣＳコードに対する２つの対案
　　１）互いに異なるＣＳコードのセットが階層１＆２に対比的に階層３＆４のために使
用される。従って、全体４ＣＳが４階層で使用される。
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　　２）ランク１，２の場合、階層の間のＣＳ分離は６であり、ランク３，４の場合階層
の間のＣＳ分離は３である。
【００９７】
　　表９は、３ビットのＣＳ及びＯＣＣリソースへのマッピング：ランク１～４を示す。
（最初の４エントリーＯＣＣは階層１＆２対して変更されず、最後の４エントリーＯＣＣ
は階層１，２，３に対して変更されない。）
【００９８】
【表９】

【００９９】
　　いくつかの実施例は、以下のようにランクに従属的な特性を有する設計を含む：
　　Ａ）上述した一つのリソースマッピングテーブルは、アップリンク伝送の全てのラン
クのために使用される。これは、ＢＳ１０３及びＳＳ１１６がアップリンク伝送の全ての
ランクのための単に一つのテーブルを具現することを可能にする。
【０１００】
　　ＯＣＣコードの場合：８値は３サブセットに分割される：
　　第１サブセット（例えば、{０，１，２，３}におけるＣＳＩ値）で与えられた３ビッ
トフィールド値の場合、ＯＣＣコードは階層１から階層２に変更されず、階層３及び階層
４のために使用されたＯＣＣコードは階層１＆２のために使用されたＯＣＣコードと異な
る。
【０１０１】
　　第２サブセット（例えば、{４，５}におけるＣＳＩ値）で与えられた３ビットフィー
ルド値の場合、ＯＣＣコードは階層１から階層３に変更されず、階層４のために使用され
たＯＣＣコードは階層１から３に使用されたＯＣＣコードと異なる。
【０１０２】
　　第２サブセット（例えば、{６，７}におけるＣＳＩ値）で与えられた３ビットフィー
ルド値の場合、ＯＣＣコードは階層１から階層４又は全ての階層に変更されない。
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【０１０３】
　　このように設計する理由は、ＵＥの対が、例えば、ランク－１を有するＳＳ１１５及
びランク－３を有するＳＳ１１６の対のように、柔軟にランク３までの互いに異なるラン
クを有するようにするためである。例えば：１）ＳＳ１１５：階層１：（０，Ｗ０）、階
層２：（６，Ｗ０）、階層３：（９，Ｗ０）、そして、２）ＳＳ１１６：階層１：（３，
Ｗ１）。追加的に、ＯＣＣコード分離は、ＵＥ両者に対して良好なチャンネル推定性能を
保証する。
【０１０４】
　　Ｂ）ＣＳコードに対する２つの対案
　　１）互いに異なるＣＳコードのセットが階層１＆２に対比的に階層３＆４のために使
用される。従って、全体の４ＣＳが４階層で使用される。
　　２）ランク１，２の場合、階層の間のＣＳ分離は６であり、ランク３，４の場合階層
の間のＣＳ分離は３である。
【０１０５】
　　このような設計の例が下記表１０に示されている。表１０は、３ビットのＣＳ及びＯ
ＣＣリソースへのマッピング：ランク１～４を示す（最初の４エントリーＯＣＣは階層１
＆２対して変更されず、次の２エントリーＯＣＣは階層１，２，３に対して変更されず、
最後の２エントリーＯＣＣは全ての階層に対して変更されない）。
【０１０６】
【表１０】

【０１０７】
　　本実施例は好ましい実施例を挙げて記述されているが、該当分野で熟練された者には
多様な変更及び変形が提案され得る。本実施例は、添付される特許請求の範囲の保護範囲



(24) JP 5513629 B2 2014.6.4

10

内にあるそのような変更及び変形を包括するものとして意図されるべきである。
【符号の説明】
【０１０８】
　　２０５　チャンネル符号化及び変調ブロック
　　２１０　直／並列ブロック
　　２１５　サイズＮの逆高速フーリエ変換ブロック
　　２２０　並／直列ブロック
　　２２５　循環前置符号追加ブロック
　　２３０　アップ変換機
　　２５５　ダウン変換機
　　２６０　循環前置符号除去ブロック
　　２６５　直／並列ブロック
　　２７０　サイズＮの高速フーリエ変換ブロック
　　２７５　並／直列ブロック
　　２８０　チャンネル復号化及び復調ブロック
　　２９０　参照信号多重化機
　　２９５　参照信号割当機

【図１】 【図２】
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